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• SDSS/MaNGAデータを用いてDn4000でサンプルを分けて、MSを比較。
• Inside-out / outside-in mass assembly

• inside-out, outside-in の2つのmass assembly modeではMSの分布が異なる。
• Inside-outの内側とoutside-inの外側では星形成を抑制するプロセスが働いて
いて、傾き1の関係からズレているようだ。

• Inside-outの外側とoutside-inの内側では~0.9のほぼ線形な傾きを持つ�

mass assembly modeによらないuniversalな星形成制御が働いているようだ。

Mass assembly modeの違いによってMain sequenceはどう異なるか？

Wang et al. 2017, ApJ, 844, 144: Dn4000 (1-2Gyr程度の星種族を
trace)によりmass assembly modeを判別。
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Fig5. 各々の銀河のresolved MS

の分布中心を合わせてプロット

星質量密度が高い領域 (中心部?) 

でstellar/AGN feedbackにより星形
成が抑制される。

星質量密度が低い領域 (外側?) で
compaction process (�角運動量喪失)

や環境効果により星形成が抑制される。

Fig2. outside-in銀河の方が傾きが大きい傾向。


